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≪研修プログラム≫ 

■新入職員 

 １．新入職員研修・職場の基本【組織人としての基本習得】  

 ２．新入職員研修・意識改革【自分を知り、自分を変える】  

 ３．新入職員フォロー研修・職場の基本【役割基本の再確認】  

 ４．新入職員フォロー研修・意識改革【他者対応の人間関係力】  

 ５．メンター／チューター研修【新人育成担当者研修】  

■人事考課／目標管理／人材育成 

 ６．人事考課基礎研修【公正な評価のために】  

 ７．被考課者基礎研修【人事制度の透明性を高める】  

 ８．人事考課スキル向上研修【人事制度の運用力向上】  

 ９．目標管理研修【プロセス管理の「基礎」と「実践」】  

 10．ＯＪＴ基礎研修【職場における“ひとづくり”の基本】  

 11．ＯＪＴ実践力強化研修【ＯＪＴ実践の実際とヒント】  

 12．インストラクター養成研修【人材育成の重要ファクター】  

 13．状況対応リーダーシップ（SLⅡ）研修【部下育成のリーダーシップ】  

■人間関係力／コミュニケーション 

 14．ヒューマンスキル向上研修【自己認知から始める人間関係力の向上】  

 15．コーチング研修【質問と傾聴による部下育成スキル】  

 16．カウンセリングマインド研修【ストレス時代のコミュニケーションスキル】  

 17．アサーション・トレーニング研修【対人関係力向上のコミュニケーション】  

 18．ファシリテーション研修【チームをまとめるコミュニケーション】  

■お客様満足／お客様対応力 

 19．お客様対応力向上研修【ＣＳ時代の接遇スキル】  

 20．クレーム対応力向上研修【苦情からお客様満足への転換】  

 21．ＣＳシミュレーション研修【お客様視点のサービスとは】  

■職員満足／問題解決／職場問題 

 22．ＥＳシミュレーション研修【職場活力向上への問題解決】  

 23．問題解決能力向上研修【柔軟な思考力の向上を図る】  

 24．タイムマネジメント研修【効率的な仕事を行うために】  

 25．コンプライアンス研修【信頼されるＪＡ職員へ】  

■ 働き方改革／メンタルヘルス／人材多様化 

 26．メンタルヘルス・ラインケア研修【職場におけるストレスマネジメント】  

 27．メンタルヘルス・セルフケア研修【ストレスとの向き合い方を学ぶ】  

 28．レジリエンス・スキル研修【「うつにならない」ためのセルフケア】  

 29．ワーク・ライフ・バランス研修【働き方を見直し充実した人生を！】          

 30．ハラスメント研修【健全で活力ある職場づくりの新たな視点】  

 31．ハラスメント・ハラスメント防止研修【ハラスメント知識の共有化】  

 32．プレゼンテーション研修【情報伝達スキルの向上】  

 33．チームビルディング研修【リーダーとしての自己改革】  
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 34．アンガーマネジメント研修【イライラ・怒りのセルフコントロール】  

 35．エリアマーケティング研修【地域発展への貢献】  

 36．ロジカルシンキング研修【わかりやすいコミュニケーション】  

 37．人間力養成研修【マインドイノベーション時代のキーワード】  

 38．キャリアデザイン研修【自分の将来像を考える】  

 39．労務管理研修【組織の労務管理の見直し】  

 40．ダイバーシティ研修【異なる価値観を認めあう職員意識の醸成】  

■ 階層別／他 

 41．階層別オーダーメイド研修～課長、係長、主任、中堅職員…等、各種階層別プラン  
 

 

＊標準カリキュラム例として１日コースを中心に掲載しておりますが、２日コース や 半日コース

への対応など受講者数やご要望により対応可能です。（一部対応不可能なものもございます） 

 

＊本プログラム集は「集合研修」を想定した内容になっておりますが、Zoom 等のオンラインによる

研修にも対応いたします。オンライン研修の場合、研修時間、進行、内容等が変更されることも

ございます。また、オンラインでの実施に対応できない研修もございますので、ご計画の際には

弊社企画プランナーにお問い合わせ願います。 

 

＊本プログラム集掲載以外にもご要望に応じた研修プランの作成、ご提案をいたします。ご要望や

ご不明点などございましたら、お気軽にお問合せください。弊社企画プランナーがご質問にお答

えいたします。 
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６．人事考課基礎研修【公正な評価のために】 １日コース 

■対 象：考課者（特に新任考課者）、考課補助者 

■目 的：１．人材育成ツールとしての人事考課実施の意義と仕組みの理解 

２．目標管理、面談制度等の周辺制度の基本理解 

３．実習による人事考課や目標設定の模擬体験 

 

 カリキュラム ＊講師が状況に応じて内容を一部変更する場合があります 

9:00 

 

 

 

 

 

12:00 

１．人事考課とは 

 １）人材育成ツールとしての人事考課 ２）人事考課制度の仕組みと周辺制度 

 ３）プロセス管理の実践 

 

２．人事考課の実際 

 １）人事考課の基本とステップ    ２）２大スキル「考課基準」「要素選択」 

 ３）シートによる要素選択実習    ４）シートによる人事考課実習 

13:00 

 

 

 

 

 

 

17:00 

３．目標管理の考え方・すすめ方 

１）目標管理導入の目的       ２）基本機能としての１Ｗ３要素１Ｈ 

３）ブレークダウンの必要性     ４）目標設定のステップと留意点 

 ５）目標設定の基本ルール      ６）目標による管理コンセンサス実習 

 

４．面接制度の目的と実際 

 

５．まとめ 

 

７．被考課者基礎研修【人事制度の透明性を高める】 半日コース 

■対 象：被考課者 

■目 的：１．人材育成ツールとしての人事考課実施の意義と仕組みの上司との共通理解 

２．目標による管理、面談制度等の周辺制度の基本理解 

３．人事制度について考課者との意思統一を図り制度の透明性を高める 

 

 カリキュラム ＊講師が状況に応じて内容を一部変更する場合があります 

9:00 

（13:00） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12:00 

（16:00） 

 

１．人事考課を取り巻くトレンド 

 １）人事考課の目的と育成の関係 

 

２．公平な人事考課を行うために 

 １）人事考課における「能力」「基準」とは 

 ２）人事考課の３つのステップ（行動の選択、要素の選択、段階の選択） 

 ３）ミニ実習～何をどのように評価されるのか 

 

３．面談を受ける際の留意点 

 ＊面談の心構えと準備 

 

４．まとめ 
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８．人事考課スキル向上研修【人事制度の運用力向上】 半日コース 

■対 象：考課者、考課補助者  

■目 的：１．事実を前提とした考課を行うための事実の収集、充実法の共有化 

２．考課実習を中心にコースを組み立てることによる考課スキル向上 

３．受講者のレベルや目的に合わせた選択型の考課実習 

 

 カリキュラム ＊講師が状況に応じて内容を一部変更する場合があります 

9:00 

（13:00） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12:00 

（16:00） 

１．運用の勘所 

１）人事考課とは「事実の頻度管理」～考課対象事実収集の必要性 

２）事実の収集の基本 

３）考課対象事実の充実「事実の追跡調査」「×２の原則」「補助者との連携」 

 

２．階層ごとの考課基準の再徹底 

 

３．区界の実習（標準の研究）による２大スキルのレベルアップ 

 １）監督職（係長級）の区界の実習  

２）一般職（２階層）の区界の実習 

 

４．スキル向上目的に応じた実習 

 

５．面談実施制度の目的 

 

９．目標管理研修【プロセス管理の「基礎」と「実践」】 １日コース 

■対 象：全職員 ＊一般職員が対象の場合、半日コースをお薦めいたします 

■目 的：１．目標管理の基本の再認識を図る 

２．適正な目標設定を行うための考え方やスキルを習得する 

３．目標管理成功の鍵であるスケジュール化を理解する 

 

 カリキュラム ＊講師が状況に応じて内容を一部変更する場合があります 

9:00 

 

 

 

 

12:00 

１．目標管理の基本 

１）プロセス管理の基本と仕組み  ２）目標設定の勘所 

３）ブレークダウン実習 

 

２．目標設定のチェック 

１）「どこまで」「いつまで」の確認 ２）チェックリストによる検証 

13:00 

 

 

 

 

 

 

 

17:00 

３．個人目標設定実習 

１）ブレークダウンによる個人目標設定 

２）設定目標の検証～「何を」「どこまで」「いつまで」「どのように」の検証 

 

４．目標管理成功の鍵～スケジュール化実習 

１）スケジュール化と進行管理   ２）進行管理の具体的事例 

３）スケジュール化実習   

      

５．まとめ 
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10．ＯＪＴ基礎研修【職場における“人づくり”の基本】 １日コース 

■対 象：管理職、監督職、人材育成担当者 

■目 的：１．人材育成の基本的な考え方を理解する  

２．計画的ＯＪＴの考え方やすすめ方を習得する 

３．ＯＪＴをより効果的に行うための「個」別対応の考え方を理解する 

 

 カリキュラム ＊講師が状況に応じて内容を一部変更する場合があります 

9:00 

 

 

 

 

 

12:00 

１．組織における「ひとづくり」～ひとづくりは「どこ」で「だれ」が行うのか 

 １）組織における人材育成とは  ２）能力開発の種類と考え方 

  

２．ＯＪＴ推進の具体案 

 １）ＯＪＴの具体的なすすめ方  ２）必要能力の明確化 

３）双方向マネジメントの重要性 

13:00 

 

 

 

 

 

 

17:00 

３．ＯＪＴ計画の実際 

１）ＯＪＴ計画作成のポイント  ２）ＯＪＴ計画作成実習 

 

４．ＯＪＴ成功のポイント 

１）世代特性・行動特性の把握  ２）部下への動機付けと部下指導の実践 

３）ケーススタディ 

 

５．まとめ 

 

11．ＯＪＴ実践力強化研修【ＯＪＴ実践の実際とヒント】 １日コース 

■対 象：管理職・監督職  

■目 的：１．好事例から学ぶＯＪＴのすすめ方（ナレッジマネジメント）を学ぶ 

２．「目標による管理」を活用したのをＯＪＴ（目標管理マネジメント）のすすめ方を理解する 

３．もうひとつのＯＪＴ「職場活性化」（ＥＳマネジメント）についての理解を深める 

 

 カリキュラム ＊講師が状況に応じて内容を一部変更する場合があります 

9:00 

 

 

 

 

 

12:00 

１．ＯＪＴの基本再確認 

１）いま何故、ＯＪＴの強化なのか 

２）ＯＪＴの基本再確認～ＯＪＴの４大機能 

 

２．好事例に学ぶＯＪＴのすすめ方 

１）好事例の研究（事前課題を材料として）  

２）ＯＪＴ成功の要因と今後のすすめ方の共有化  ３）ＯＪＴ成功事例 

13:00 

 

 

 

 

 

 

17:00 

３．目標による管理を活用したＯＪＴ 

１）人材育成システムとしての「人事考課」「目標による管理」 

２）目標による管理を活用したＯＪＴの研究と今後のすすめ方の共有化 

 

４．もうひとつのＯＪＴ「職場活性化」 

１）職場活性化が人を育てる～レヴィンの法則 

２）ＥＳマネジメントの研究～「職場風土」「制度」の検証 

 ３）総まとめ 
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12．インストラクター養成研修【人材育成の重要ファクター】 １日コース  

■対 象：インストラクター候補者 

■目 的：１．人材育成の意義とインストラクターに求められる心構えを理解する 

２．研修における事前準備や資料作成の重要性とポイントを理解する 

３．効果的な講義を行うための様々なインストラクションスキルの習得を図る  

 

 カリキュラム ＊講師が状況に応じて内容を一部変更する場合があります 

9:00 

 

 

 

 

12:00 

１．人材育成の重要性とインストラクターに求められるマインド 

 

２．インストラクションスキル（講義法） 

 １）研修準備のポイント      ２）レッスンプラン作成のポイント 

 ３）講義のすすめ方のポイント   ４）インパクトのある話し方、質問の仕方 

 ５）研修ツール使用のポイント 

13:00 

 

 

 

 

 

 

 

17:00 

３．インストラクション演習（講義法）～他の受講者と講師による観察評価を交えながら 

 

４．今後の対策とアドバイス 

 １）ビジュアルの効果と重要性   ２）差がつくビジュアルのポイント 

 

５．インストラクションスキル（講義法以外） 

 １）集団討議法          ２）ロールプレイング法 他 

 

６．質疑応答、まとめ 
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指示型 

13．状況対応リーダーシップ(SLⅡ)研修【部下育成のリーダーシップ】 １日コース 

■対 象：管理職、監督職、人材育成担当者 

■目 的：１．リーダーシップの考え方や定義を理解する 

２．日常使用している自分のリーダーシップスタイルを理解する  

３．部下（メンバー）の個に応じたリーダーシップのあり方を理解する 

 

 カリキュラム ＊講師が状況に応じて内容を一部変更する場合があります 

9:00 

 

 

 

 

 

 

12:00 

１．組織活性化と人材開発 

１）ＳＳ＝ＭＳ＋ＣＳ＋ＥＳ     ２）組織活性化と人材育成の関係 

３）「個」を活かす人材育成の時代 

 

２．「状況対応リーダーシップ（ＳＬⅡ）」の考え方 

１）リーダーに求められる資質とは  ２）リーダーシップの定義 

３）「指示的行動」と「支援的行動」  ４）4 つのリーダーシップスタイルとは      

５）ＳＬⅡの求めるリーダー像とリーダーシップスタイル 

13:00 

 

 

 

 

 

17:00 

３．リーダーシップスタイル診断 

１）リーダーシップスタイル診断   ２）開発レベルの意味 

３）ケーススタディ～開発レベルに適応したリーダーシップスタイルの判定 

 

４．「状況対応リーダーシップ」の応用～職場におけるＳＬⅡの活用 

 １）部下の開発レベルの判定     ２）部下の指導方策の検討 

 ３）行動特性との組み合わせ     ４）総まとめ 

 

☞ＳＬⅡとは 

ＳＬⅡ（Situational Leadership Ⅱ）とは、部下一人ひとりの状況に応じた柔軟なリーダー

シップを発揮するための能力開発ツールです。部下の「能力」「意欲」レベルに応じて４つのス

タイルを使い分けるものであり、状況対応だけではなく、メンバーへの個別対応ができること

で効果的な部下育成を推し進めることが可能になります。 

☞４つのリーダーシップと部下への対応 

リーダーのとるべき基本行動は「指示的行動」と「支援的行動」の二つ 

  指示的行動＝指示・命令、監督、統制、チェック etc. 

  支援的行動＝支援・援助、激励、部下への質問と傾聴 etc. 

 このバランスによって４つのリーダーシップスタイルに分けられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少         指示的行動         多 

多 
 

 
 

支
援
的
行
動    

 
  

少 

支援型 コーチ型 

    委任型 

高          能 力          低 

低      

 

 

 

意 

欲      

 

 

 

高 

右の図中の曲線は部下の成

長を示しています。 

 例えば、『「意欲」はあるが

「能力」はまだまだの新人』

には指示型リーダーシップが

効果的です。 

 ＳＬⅡは、部下の「能力」

と「意欲」のバランスを見極

め、その部下に適応したリー

ダーシップをとるという考え

方です。 

頼れる 

四番打者 

やる気まん

まんの新人 

次第に 

マンネリ化 

能力・意欲

とも安定 


